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は
じ
め
に

一
八
六
八
年
（
慶
応
四
）
か
ら
一
八
七
三
年
（
明
治
六
）
に
か
け
て
、
肥
前
国
彼
杵

郡
浦
上
村
に
於
て
村
民
総
流
配
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
世
に
言
う
「
浦
上
村
キ

リ
シ
タ
ン
流
配
事
件
」
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
の
近
代
化
胎
動
期
に

起
こ
っ
た
こ
の
事
件
は
、
日
本
人
が
宗
教
面
で
近
世
期
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
い

く
過
程
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
意
味
が
あ
り
、
日
本
近
代
史
上
特
筆
す
べ
き

事
件
と
い
え
よ
う
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
様
々
な
形
で
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が①

、
近
年
の
研
究
と

し
て
、
家
近
良
樹
氏
の
『
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
流
配
事
件　

キ
リ
ス
ト
教
解
禁
へ
の

道②

』が
あ
る
。
家
近
氏
は
本
書
で
、流
配
さ
れ
た
信
徒
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
諸
藩
の
側
か
ら
事
件
を
ふ
り
か
え
っ
た
良
質
の
研
究
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

自
身
は
、山
口
県
文
書
館
所
蔵
『
異
宗
徒
御
預
一
件
（
明
治
元
年
〜
明
治
六
年
）』
の
史

料
を
中
心
に
、
山
口
藩
と
津
和
野
藩
に
お
け
る
受
け
入
れ
実
態
と
そ
の
対
応
、
及
び

流
配
信
徒
の
果
た
し
た
役
割
等
に
着
目
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
非

改
心
者
に
た
い
す
る
改
宗
工
作
の
行
き
詰
ま
り
を
報
告
し
、
隔
離
政
策
の
廃
止
、
非

改
心
者
の
長
崎
帰
郷
を
提
案
し
た
明
治
六
年
一
月
九
日
付
け
で
出
さ
れ
た
山
口
県
の

伺
が
、
切
支
丹
禁
令
の
高
札
撤
去
と
非
改
心
者
の
帰
郷
実
現
に
直
接
的
な
影
響
を
お

よ
ぼ
し
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
こ
の
事
件
は

明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
家
近
氏
自
身
の
指
摘
の
よ
う
に
、
浦
上
村
キ
リ
シ
タ
ン
流

配
事
件
の
全
容
解
明
の
為
に
は
、
更
に
流
配
さ
れ
た
他
藩
の
事
例
に
関
し
て
も
、
同

様
の
研
究
を
積
み
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
浦
上
村
キ
リ
シ
タ
ン
流
配
先
の
一
つ
で
あ
っ
た
大
和
郡
山
藩

（
以
下
、
郡
山
藩
と
記
す
）
に
於
け
る
事
例
を
、
適
宜
史
料
を
紹
介
し
つ
つ
考
察
を
試
み

る
こ
と
に
す
る③

。
そ
し
て
、
総
流
配
者
三
千
数
百
人
の
内
千
人
以
上
の
改
心
者
が
出

た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
な
ぜ
郡
山
藩
で
は
一
人
の
改
心
者
も
出
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の

要
因
に
つ
い
て
も
探
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
郡
山
藩
は
信
徒

に
対
す
る
取
り
扱
い
が
か
な
り
緩
や
か
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
一
人
の
改
心
者
も
出

さ
な
か
っ
た
第
一
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
全
般
に
こ
の
事
件
は
、
キ
リ
シ

タ
ン
に
と
っ
て
「
悲
劇
」「
苦
難
」
と
の
位
置
づ
け
を
さ
れ
、家
近
氏
も
そ
う
し
た
過

酷
な
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、そ
れ
は
こ
の
事
件
の
一
つ
の
側
面
に
す
ぎ
な
い
。

本
稿
は
、
対
象
と
な
る
事
例
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
事
件
を
よ
り
立
体

的
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
試
み
で
あ
る
。

一　

郡
山
藩
の
事
例

│
史
料
紹
介
を
中
心
に

│

先
ず
初
め
に
、郡
山
藩
に
於
け
る
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
御
預
か
り
一
件
に
関
し
て
は
、

史
料
が
非
常
に
乏
し
い
こ
と
を
明
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
因
と
し
て

は
、
廃
藩
置
県
に
伴
い
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
た
行
政
機
構
再
編
の
中
で④

、
文
書
類
の

保
存
が
組
織
的
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
明
治
六
年
三
月
郡
山
城
が
入
札
売

浦
上
村
キ
リ
シ
タ
ン
流
配
事
件

│
大
和
郡
山
藩
の
事
例

│

鎌　

田　

佳　

子
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却
さ
れ
た
際
文
書
類
が
散
逸
し
た
の
で
は
な
い
か
等
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

郡
山
藩
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
三
俣
俊
二
氏
の
『
津
・
大
和
郡
山
に
流

さ
れ
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン⑤

』
が
あ
る
。
三
俣
氏
は
、
楠
本
正
隆
の
『
十
二
県
御
預
異

宗
徒
巡
視
概
略⑥

』
に
添
付
さ
れ
て
い
る
図
面
と
柳
沢
文
庫
所
蔵
の
古
地
図
、『
大
和
郡

山
市
史
』
付
図
か
ら
、
郡
山
藩
で
の
収
容
先
と
な
っ
た
元
会
所
の
平
面
図
を
作
成
し

前
掲
書
に
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
を
提
示
し
て
の
考
察
に
は
乏
し
く
十
分

な
解
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
現
存
し
て
い
る
史
料
を
順
次
紹

介
し
つ
つ
、
実
態
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

一
八
六
八
年
（
慶
応
四
）
四
月
十
八
日
、浦
上
村
キ
リ
シ
タ
ン
大
凡
四
〇
一
〇
人
が

名
古
屋
以
西
の
三
四
藩
へ
流
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、「
郡
山
初
三
十
四
藩
ヘ
御
預

ノ
儀
御
達⑦

」
が
出
さ
れ
、
信
徒
取
扱
い
の
指
示
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
①

元
来
御
国
禁
容
易
な
ら
ざ
る
事
で
あ
る
か
ら
、
改
心
さ
せ
る
よ
う
努
め
、
悔
悟
し
な

い
場
合
は
厳
刑
に
処
す
る
こ
と
、
②
改
心
す
る
ま
で
は
、
地
域
住
民
と
接
触
さ
せ
な

い
こ
と
、
③
開
発
地
の
土
工
、
金
工
、
或
は
石
炭
掘
、
其
外
夫
役
等
勝
手
に
召
使
う

こ
と
、
④
山
林
に
居
住
さ
せ
る
こ
と
、
⑤
3
カ
年
の
間
は
、
一
人
に
付
き
扶
持
何
ほ

ど
か
ず
つ
政
府
か
ら
藩
へ
支
給
す
る
こ
と
、
⑥
到
着
地
へ
は
藩
よ
り
受
取
に
来
る
こ

と
、
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
事
が
重
大
だ
と
い
う
の
で
公
議
公
論
に
聞
く

こ
と
と
な
り
、
四
月
二
二
日
、
大
阪
本
願
寺
の
行
在
所
で
御
前
会
議
が
開
か
れ
、
そ

の
結
果
、
大
阪
滞
在
中
の
親
王
、
議
定
、
参
与
、
徴
士
及
び
京
都
滞
在
の
諸
侯
等
の

政
府
要
人
に
政
府
の
議
案
を
示
し
て
、
翌
二
十
三
日
午
後
四
時
ま
で
に
、
各
人
の
意

見
を
文
書
に
し
た
「
見
込
言
上
書
」
の
提
出
を
命
じ
た
。
こ
の
時
、
郡
山
藩
主
柳
澤

保
申
は
次
の
よ
う
な
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

一　

同
月
廿
三
日　
　

御
下
問
ニ
付
左
之
通
建
言
仕
候

長
崎
近
傍
浦
上
村
之
住
民
先
年
来
窃
ニ
耶
蘇

教
を
奉
し
追
々
蔓
延
致
候
ニ
付
御
処
置
方
蒙

御
下
問
謹
而
奉
拝
承
候
御
沙
汰
之
通
早
々

御
処
置
ニ
相
成
至
当
之
御
儀
与
奉
存
候
乍
然
素
々

愚
民
之
蒙
昧
よ
り
生
し
候
儀
ニ
御
坐
候
様
奉
存
候
間

尚
再
三
再
四
も
御
説
諭
被
為
在

御
仁
恤
之
思
食
貫
徹
候
様
御
処
置
被
為

遊
度
奉
存
候
其
上
伏
罪
不
致
候
ハ
ゝ
断
然
死
刑
轉

住
被
為
仰
付
候
而
可
然
御
儀
与
愚
考
仕
候
尚

隔
地
之
儀
事
情
も
自
然
難
通
奉
存
候
間
総
而

長
崎
裁
判
所
え
御
処
置
御
委
任
相
成
候
而
可
然

奉
存
候
以
上　

　

四
月
廿
三
日　
　
　
　
　

柳
澤
甲
斐
守
保
申

こ
の
史
料
は
、国
立
公
文
書
館
『
公
文
書
』「
第
七
類　

家
記
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
表
紙
は
「
柳
澤
保
申　

華
族
家
記　

全
」
と
あ
る
。
史
料
の
中
で
「
素
々

愚
民
之
蒙
昧
よ
り
生
し
候
儀
ニ
御
坐
候
様
奉
存
候
間
尚
再
三
再
四
も
御
説
諭
被
為
在

御
仁
恤
之
思
食
貫
徹
候
様
御
処
置
被
為
遊
度⑧

」
と
述
べ
て
い
る
が
、
郡
山
藩
に
於
け

る
浦
上
村
キ
リ
シ
タ
ン
達
の
取
り
扱
い
が
緩
や
か
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
藩
主

の
意
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
保
申
は
藩
知
事
と
し
て
藩
政
改
革
を
進
め
る
中
、

一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）
全
藩
士
に
対
し
て
藩
政
に
協
力
を
呼
び
か
け
る
演
達
書
を
示

し
て
い
る⑨

。「
予
不
幸
に
し
て
門
閥
家
ニ
生
長
し
」
で
始
ま
り
、「
民
と
艱
苦
を
倶
に

し
天
地
の
公
道
に
基
き
大
小
舊
来
の
弊
習
を
破
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

一
八
六
五
年
（
慶
応
元
）
一
九
歳
の
時
と
明
治
期
に
な
っ
て
か
ら
と
二
度
に
渡
り
「
在

知
人
在
安
民
」
と
揮
毫
し
て
い
る
よ
う
に⑩

、
人
民
の
こ
と
を
慮
る
若
き
藩
主
で
あ
っ

た
と
推
察
出
来
る
。
な
お
、
郡
山
藩
に
於
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
達
の
取
扱
実
態
に
つ
い

て
は
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

明
治
政
府
は
五
月
、
先
ず
浦
上
信
徒
の
中
心
人
物
一
一
四
名
を
山
口
・
津
和
野
・

福
山
の
三
藩
に
送
っ
た
も
の
の
、「
郡
山
初
三
十
四
藩
ヘ
御
預
ノ
儀
御
達
」
の
そ
の
ま

ま
で
は
実
施
で
き
な
い
点
が
多
く
、
六
月
に
な
っ
て
こ
の
太
政
官
達
の
指
令
の
取
り
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消
し
が
正
式
に
通
達
さ
れ
た
。「
柳
澤
保
申　

華
族
家
記　

全
」
に
は
、こ
の
通
達
が

収
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
文
面
で
あ
る
。

一　

同
月
御
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
澤
甲
斐
守

長
崎
近
傍
浦
上
村
住
民
切
支
丹
宗
徒
之
者
先
達
而

諸
藩
ヘ
御
預
ケ
引
渡
方
被

仰
出
候
処
彼
地
之
都
合
ニ
寄
今
一
応

御
沙
汰
有
之
候
迄
請
取
人
出
張
ニ
不
及
候
事

こ
の
史
料
か
ら
、
極
め
て
簡
単
な
文
面
に
よ
る
キ
リ
シ
タ
ン
引
取
の
取
り
消
し
の
布

達
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
れ
と
同
文
の
も
の
が
「
長
崎
近
傍
浦
上
村
異

宗
徒
処
分
御
下
問
附
其
顛
末⑪

」
に
「
柳
澤
甲
斐
守
ヘ
達
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
は
「
元
年
六
月
十
九
日
」
の
日
付
が
あ
る
。

翌
一
八
六
九
年
（
明
治
二
）
五
月
、公
議
所
の
会
議
で
「
天
主
教
ヲ
殴か

ル
ノ
議
」
が

上
程
さ
れ
、
処
分
を
実
施
す
る
が
厳
刑
（
死
罪
）
は
行
わ
な
い
こ
と
に
決
議
さ
れ
た
。

最
終
的
に
は
、
預
か
り
藩
名
も
人
数
も
当
初
の
予
定
が
変
更
に
な
っ
て
、
名
古
屋
以

西
十
万
石
以
上
の
二
十
藩
に
三
三
〇
〇
人
前
後
が
流
配
と
な
っ
た⑫

。（
表
│
1
参
照
）そ

し
て
、
十
月
に
預
託
す
る
諸
藩
に
対
し
て
太
政
官
か
ら
再
度
通
達
が
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
奈
良
県
庁
文
書
の
「
東
京
御
達　

明
治
二
年
」
に
こ
の
布
達
が
所
収
さ
れ
て

い
る
の
で
、
次
に
紹
介
し
よ
う
。
目
次
で
は
「
浦
上
村
異
宗
人
御
預
ケ
ニ
付
所
置
振

之
事
」
と
な
っ
て
い
る
。

一
御
預
ケ
之
者
共
従
来
支
配
地
人
民

　

同
様
懇
ニ
撫
育
シ
開
墾
土
工
金
工
其
外

　

夫
役
ニ
召
仕
相
応
産
業
ニ
基
候
様
可
取
扱

　

候
事

一
異
宗
信
仰
ヲ
厳
禁
シ
人
事
ヲ

　

盡
シ
教
諭
ヲ
加
へ
良
民
ニ
復
シ
候
様
精
々

　

教
化
可
致
候
事

一
御
預
人
引
取
方
来
十
一
月
二
五
日
後
ハ
何

　

時
ニ
而
も
差
支
無
之
様
手
当
可
致
置
事

　
　

但
御
預
ケ
藩
ニ
最
寄
便
宜
之
港
迄

　
　

長
崎
縣
ヨ
リ
護
送
可
致
候
掛

　
　

合
次
第
速
ニ
請
取
之
者
可
差
出
候

　
　

事

一
諸
費
ハ
藩
用
ヲ
以
テ
可
取
賄
尤
漸

　

次
産
業
基
公
費
無
之
様
処
分
可
致
候
事

　
　

十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
政
官

　
　
　
　
　

覚

　

浦
上
村
異
宗
之
者　

　
　

御
引
渡
高　
　
　

七
拾
八
人
１

表－ 1　浦上キリシタン流配人数表
藩　名 人数（人） 藩　名 人数（人）
金　沢 515 高　知 116
名古屋 375 徳　島 111
鹿児島 375 福　山 96
山　口 297 松　江 88
和歌山 281 松　山 86
広　島 177 郡　山 86
鳥　取 161 高　松 51
津 155 大聖寺 50
津和野 153 姫　路 48
岡山　註③ 117 富　山 33

合　計 3371
註　①　 この表は『日本外交文書　第４巻第２冊』「浦

上村耶蘇教徒ニ対スル処置ニ関スル件」によ
り作成。

　　②　 人数は各藩の受取数であって、捕縛から受取
までの途中で死亡した人数は含まない。

　　③　 国立公文書館『記録材料・耶蘇教ニ関スル書
類』「十二県御預異宗徒巡見概略」には 118 人
となっている。
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内　
　

　
　
　

拾
六
人　
　

当
節
差
送
り
高

　
　
　

六
拾
弐
人　

追
而
差
送
り
高

　

以
上    

   （
傍
線
筆
者
付
加　

以
下
同
）

慶
応
四
年
の
「
郡
山
初
三
十
四
藩
ヘ
御
預
ノ
儀
御
達
」
と
明
治
二
年
の
こ
の
布
達
と

を
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
①
「
若
シ
悔
悟
不

仕
者
ハ
不
得
止
可
被
處
厳
刑
候
間
」
か
ら
「
良
民
ニ
復
シ
候
様
精
々
教
化
可
致
候
事
」

と
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
。
②
「
當
日
ヨ
リ
先
ツ
三
カ
年
の
間
一
人
ニ
付
扶
持
何
程

カ
ツ
ゝ
其
藩
々
ヘ
被
下
候
」
か
ら
「
諸
費
ハ
藩
用
ヲ
以
テ
可
取
賄
」
に
な
り
、
信
徒

取
扱
費
用
が
流
配
地
諸
藩
の
財
政
負
担
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
「
異
宗
門
徒
人
員
帳
」
か
ら
郡
山
藩
に
関
す
る
史
料
を
紹
介
を
し
て
お
こ
う
。

一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
政
府
は
、
外
務
権
大

楠
本
正
隆
を
名
古
屋
・
津
・
郡
山
・

和
歌
山
・
姫
路
・
鳥
取
・
福
山
・
松
江
・
岡
山
・
広
島
・
津
和
野
・
山
口
へ
、
同
中

野
建
明
を
徳
島
・
松
山
・
高
松
・
高
知
・
鹿
児
島
に
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
し
、
各
藩
に
於

け
る
流
配
キ
リ
シ
タ
ン
達
の
調
査
を
命
じ
た
。
そ
し
て
、
一
七
項
目
に
及
ぶ
「
諸
縣

へ
御
預
異
宗
徒
取
扱
目
的⑬

」
が
だ
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
藩
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
取

り
扱
い
に
変
化
が
起
こ
り
、
一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
そ
の
調
査
に
先
立
っ
て
、「
異
宗
門
徒
人
員
帳⑭

」
の
作
成
と
そ
の
提
出
を
諸
藩

に
命
じ
て
い
る
が
、
郡
山
藩
が
作
成
し
た
も
が
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

異
宗
門
徒
人
員
帳

　
　
　
　
　
　

郡
山
藩

御
預
異
宗
八
拾
六
人
２

　

内
男
女
拾
人
明
治
巳
己
十
二
月
十
二
日
於
大
坂
請
取

男
女
七
十
六
人
同
年
同
月
廿
六
日
於
大
阪
請
取

　
　
　

肥
前
国
彼
杵
郡
浦
上
村
本
原
郷
乙
名
田
中
嘉
市

　
　
　
　
　
　

字
一
本
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
頭　
　
　
　

家
族
揃

去
午
年
二
月
十
五
日
七
十
八
歳
ニ

而
死
ス
八
条
町
雲
幻
寺
尓
仮
埋　

  　
　
　
　
　
　
　
　

不
改
心　
　

忠
八

未
三
十
五
歳　
　
　
　
　
　
　
　

忰　
　

不
改
心　
　

源
次
郎

　
　
　
　
　
《
中
略
》

不
改
心　
　

惣
人
数
八
拾
七
人

但　
男　

四
十
人

女　

四
十
七
人

内
八
十
六
人　
　

長
崎
表
ヨ
リ
受
取
高

壱
人　
　
　
　

着
後
出
生

　
　
　
　

此
内

四
人
死　
　

男　

二
人

女　

二
人     

不
改
心　
　

改
而
八
十
三
人

　
　
　
　
　

外
ニ
朱
書
二
十
三
人　
　

不
着
之
者
３

右
之
通
御
座
候
以
上

　
辛
未

六
月　
　

郡
山
藩　

印

前
掲
「
東
京
御
達　

明
治
二
年
」
の
傍
線
1
で
は
、
送
ら
れ
て
く
る
は
ず
の
人
数
は

七
八
人
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
史
料
の
傍
線
2
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
際
に

は
八
人
多
い
八
六
人
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。
各
藩
へ
の
流
配
人
数
は
度
々
変
更
に

な
っ
て
お
り
、
慶
応
四
年
の
「
郡
山
初
三
十
四
藩
ヘ
御
預
ノ
儀
御
達
」
で
は
、
郡
山

藩
は
「
凡
百
人
」
で
あ
る
。「
東
京
御
達　

明
治
二
年
」
は
一
〇
月
に
出
さ
れ
て
お

り
、郡
山
藩
が
キ
リ
シ
タ
ン
達
を
受
け
取
っ
た
の
は
同
年
一
二
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

直
前
に
な
っ
て
変
更
に
な
っ
た
も
の
と
推
察
す
る
。
変
更
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い

が
、
多
人
数
の
捕
縛
に
よ
る
現
場
で
の
混
乱
振
り
が
伺
え
よ
う
。

さ
て
、こ
の
「
異
宗
門
徒
人
員
帳
」
を
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
先
ず
、

郡
山
藩
へ
送
ら
れ
た
の
は
全
て
本
原
郷
の
住
民
で
、
字
ご
と
、
そ
し
て
家
族
単
位
で

記
載
さ
れ
て
い
る
。
表
示
内
容
と
し
て
は
、
一
家
全
員
揃
っ
て
い
る
場
合
は
家
族
揃

と
表
記
、
年
令
・
続
柄
・
改
心
又
は
不
改
心
・
名
前
の
順
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
死
亡
者
に
つ
い
て
は
、
死
亡
年
月
日
・
年
令
・
埋
葬
場
所
が
、
出
生
児
に
つ
い

て
は
生
年
月
日
が
そ
れ
ぞ
れ
明
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
年
十
二
月
か
ら
明
治
四
年
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六
月
の
間
に
、
四
人
が
死
亡
、
一
人
が
出
生
し
て
い
る
。
傍
線
3
で
「
外
ニ
朱
書

二
十
三
人　

不
着
之
者
」
と
あ
る
の
は
、
家
族
分
離
の
者
で
あ
り
、
流
配
先
の
判
明

し
て
い
る
者
に
は
「
徳
島
行
」「
紀
州
行
」
等
の
表
示
が
あ
る
が
、判
明
し
な
い
者
に

は
「
居
処
不
知
」
と
の
表
示
が
あ
る
。
郡
山
藩
に
於
い
て
は
、
二
十
四
家
族
の
内
、

十
一
家
族
が
分
離
流
配
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
、
郡
山
藩
の
「
異
宗
門
徒
人
員
帳
」

に
つ
い
て
説
明
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
楠
本
正
隆
が
名
古
屋
・
津
・
郡
山
・

和
歌
山
・
姫
路
・
鳥
取
・
福
山
・
松
江
・
岡
山
・
広
島
・
津
和
野
・
山
口
へ
の
巡
視

を
行
っ
た
時
の
報
告
書
で
あ
る
『
十
二
県
御
預
異
宗
徒
巡
視
概
略
』
か
ら
、
当
時
の

郡
山
藩
の
実
態
を
見
て
み
よ
う
。

①
調
査
に
来
た
楠
本
に
対
し
郡
山
藩
は
、「
百
方
手
を
盡
し
説
諭
致
し
居
候
旨
申
聞

候
へ
共
未
タ
壹
人
も
改
心
之
者
無
之
候
」と
、努
力
し
た
も
の
の
改
心
者
が
出
な
か
っ

た
事
情
を
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
楠
本
は
、「
何
分
ニ
も
改
心
致
さ
せ
候
運
ひ
ニ
目
的

相
付
信
切
ニ
教
諭
且
取
扱
有
之
度
旨
申
談
候
」
と
、
た
だ
た
だ
改
心
さ
せ
る
こ
と
を

第
一
目
的
と
し
て
教
諭
す
る
よ
う
に
申
し
渡
し
て
い
る
。
こ
の
意
見
に
も
と
づ
き
郡

山
藩
に
は
、
宗
徒
取
扱
掛
と
し
て
少
参
事
青
木
益
義
以
下
六
名
が
、
教
諭
掛
と
し
て

大
属
安
藤
辰
貞
以
下
四
名
が
申
付
け
ら
れ
て
い
る
。

②
収
容
先
に
つ
い
て
は
、「
居
所
之
儀
ハ
逐
一
覧
候
處
別
紙
圖
面
之
通
城
下
柳
町
綿

町
魚
町
之
内
元
會
所
四
ヶ
所
へ
分
配
」
と
市
中
4
ヶ
所
に
分
収
し
て
い
た
。
こ
の
時

の
図
面
を
見
る
と
、収
容
先
の
間
取
図
と
部
屋
ご
と
の
収
容
人
数
が
記
さ
れ
て
お
り
、

一
人
当
た
り
約
一
畳
強
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
居
所
者
是
迄

之
通
ニ
而
ハ
些
狭
隘
ニ
者
候
ヘ
共
當
分
此
儘
ニ
而
可
然
」
と
楠
木
は
申
し
付
け
て
い

る
。
蓆
一
枚
に
四
人
の
割
、
し
か
も
収
容
場
所
は
馬
小
屋
、
勘
弁
小
屋
、
三
尺
牢
と

い
っ
た
他
藩
で
の
処
遇
に
比
べ
れ
ば
、
手
足
を
伸
ば
す
こ
と
は
出
来
た
で
あ
ろ
う
。

「
男
子
ハ
藁
仕
事
土
木
之
運
送
致
し
女
ハ
糸
針
仕
事
ヲ
以
稼
致
し
居
候
」と
出
稼
ぎ
働

き
を
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
都
而
取
扱
向
之
儀
ハ
居
内
出
入
湯
屋
往

来
等
随
意
ニ
致
さ
せ
処
分
寛
ニ
過
キ
取
締
不
都
合
の
廉
も
有
之
候
」
と
あ
り
、
当
初

は
か
な
り
緩
や
か
な
取
扱
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
不
改
心

之
者
ハ
・
・
猥
リ
ニ
外
出
を
差
許
間
敷
然
レ
共
余
り
居
内
而
己
ニ
差
置
候
而
ハ
身
體

も
自
然
惰
弱
ニ
相
成
病
気
も
発
シ
候
事
も
被
考
候
間
時
ニ
依
り
て
ハ
差
配
人
相
添
へ

公
役
等
へ
召
仕
ひ
可
然
事
」
と
の
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。

③
飯
米
に
つ
い
て
は
、「
拾
六
歳
以
上
之
男
子
ハ
壹
人
ニ
付
一
ヶ
月
玄
米
壹
斗
五
升

宛
外
ニ
諸
雑
用
之
代
と
し
て
一
ヶ
月
壹
人
銭
六
貫
文
女
子
ハ
・
・
・
諸
道
具
手
當
之

儀
ハ
官
よ
り
下
ケ
遣
シ
何
れ
も
自
炊
為
致
候
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
、楠
本
は
「
十
五

歳
以
上
之
男
子
ハ
壹
人
ニ
付
日
別
白
米
五
合
五
勺
宛
婦
人
子
供
之
儀
・
・
・
且
薪
炭

塩
噌
等
宛
行
と
し
て
壹
人
ニ
付
日
別
六
分
ツ
ゝ
給
與
致
し
尤
當
縣
之
儀
ハ
不
改
心
之

者
而
己
に
候
間
焚
出
し
賄
に
而
可
然
候
」
と
答
え
て
い
る
。
改
心
者
で
な
け
れ
ば
自

炊
は
許
可
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
①
〜
③
に
つ
い
て
楠
本
正
隆
の
指

導
は
、
先
の
「
諸
縣
へ
御
預
異
宗
徒
取
扱
目
的
」
の
内
容
と
一
致
し
て
お
り
、
他
藩

へ
の
巡
視
概
略
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
指
導
内
容
で
あ
る
。

次
に
奈
良
県
庁
文
書
か
ら
も
う
一
つ
の
史
料
を
紹
介
し
よ
う⑮

。

　
　

第
四
條
壱
号

異
宗
徒
之
内
悔
悟
致
シ
候
者
御
赦
免

之
儀
ニ
付
先
達
而
御
布
告
之
趣
モ
有
之

候
処
右
之
内
家
族
等
分
離
致
し
居
纏

方
願
出
候
者
ハ
縣
々
ニ
於
テ
掛
合
之
上
其

者
望
之
方
え
差
送
候
趣
可
致
若
分

居
之
土
地
難
分
者
ハ
戸
主
家
族
ニ
不
拘

本
籍
え
引
渡
其
地
方
官
ニ
於
テ
一
家
一
纏

ニ
相
成
候
様
世
話
致
シ
可
遣
事

但
シ
旅
中
入
費
之
儀
ハ
巳
年
四
月
以
前

脱
籍
逃
亡
之
者
復
籍
之
例
ニ
倣
ヒ
着
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立
候
迄
之
入
費
ハ
其
地
方
官
道
中
之
入

費
ハ
道
筋
地
方
官
ニ
而
相
賄
第
二
常
備

金
之
内
ヲ
以
テ
支
拂
可
申
事

　

壬
申
三
月
十
四
日
大
蔵
大
輔
井
上
馨

一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
二
月
、
改
宗
者
に
帰
村
布
達
が
出
さ
れ
、
同
年
三
月
に
出
さ

れ
た
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
改
宗
し
た
者
の
内
で
家
族
分
離
の
者
に
つ
い
て
願
い
出

れ
ば
一
家
一
ま
と
め
に
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
郡
山
藩
に

於
い
て
は
改
宗
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
動
き
は
な
い
。

さ
て
次
に
示
す
史
料
は
、
柳
沢
文
庫⑯

に
保
存
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
史
資
料
類
の
中

で
、
浦
上
村
キ
リ
シ
タ
ン
流
配
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
現
在
ま
で
の
調
査
の
と

こ
ろ
唯
一
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
長
文
で
は
あ
る
が
全
文
を
掲
載
し
て
お
く
こ
と
に

す
る
。

　
　

御
迴
達　
　
　

本
町

異
宗
人
女
三
十
四
人
之
内
十
三
歳
以
上
六
十
歳　
　

以
下
之
者
共
貫
属
并
市
中
等
え
罷
越

日
稼
働
差
許
候
ニ
付
雇
入
度
モ
ノ
ハ

別
紙
之
通
相
心
得
雇
入
方
可
致
事

　
　

壬
申　
　
　
　
　
　
　

奈
良
県

　
　
　

四
月　
　
　
　
　
　
　

郡
山
出
張
所
印

　
　
　
　

雇
入
方
心
得

一
雇
入
度
モ
ノ
ハ
取
締
掛
り
江
相
願
候
上
雇
入

可
申
事

　
　

但
宿
泊
為
致
候
儀
は
不
相
成
何
ケ
日
雇
入
候
共

　
　

朝
六
ツ
時
よ
り
雇
入
夕
方
六
ツ
時
限
り
為
引
取

　
　

可
申
事

一
働
賃
銭
ハ
一
日
弐
百
文
之
割
ヲ
以
差
遣
し

当
人
食
料
ハ
雇
主
よ
り
賄
ひ
可
申
事

　
　

但
十
五
歳
以
下
十
三
才
以
上
ノ
モ
ノ
ハ
一
日
百
五
十
文

　
　

之
割
ヲ
以
働
賃
銭
差
遣
し
可
申
事

一
雇
ひ
賃
銭
ハ
何
月
何
日
何
ノ
誰
雇
ひ
入

一
日
半
日

分
賃
銭
何
百
何
十

文
と
表
紙
え
記
し
当
人
え

相
渡
し
可
申
事

　
　

但
数
日
雇
入
候
者
本
文
賃
銭
束
子
差
遣
し

　
　

候
儀
者
勝
手
次
第
之
事

一
雇
入
中
近
辺
た
り
共
他
所
休
等
為
致

候
義
ハ
不
相
成
候
事

一
働
キ
シ
テ
被
雇
候
モ
ノ
江
ハ
左
ノ
印
鑑
相
渡
し

候
条
働
人
立
越
候
ハ
ゝ
右
印
鑑
相
改
メ
畢
テ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

働
ニ
為
取
掛
可
申
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

但
印
鑑
所
持
無
之
者
は
雇
入
候
儀
不
相
成
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御 

預 

人　
　
　
　
　
　
　

何 

之 

誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○　
　

 　

 　
　
　
　
　
　

○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取 

締 

掛　
　
　
　
　
　
　

申 

何 

才

こ
の
史
料
は
、
明
治
五
年
四
月
に
だ
さ
れ
た
も
の
で
、
十
三
歳
以
上
六
十
歳
以
下
の

女
子
を
日
雇
働
き
と
し
て
雇
い
入
れ
る
場
合
の
規
則
が
書
か
れ
て
あ
る
。
朝
六
時
か

ら
夕
方
六
時
ま
で
働
い
て
、
成
年
女
子
で
一
日
二
百
文
と
い
う
の
は
、
当
時
と
し
て

は
ま
ず
ま
ず
の
賃
金
で
あ
る
。
図
の
よ
う
な
「
印
鑑
」
所
持
を
義
務
付
け
し
て
身
分

証
明
書
と
し
、
穴
が
開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
る
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。「
御
預
人
取
締
係
」
と
あ
る
が
、前
年
に
楠
本
正
隆
が
調
査
の
際
に
そ
の
設

置
が
申
し
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
諸
縣
へ
御
預
異
宗
徒
取
扱
目
的
」
の
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中
に
は
、「
改
心
之
者
悔
悟
之
実
情
篤
と
見
据
相
立
候
上
者
外
稼
日
雇
差
許
候
事　

但

門
戸
出
入
観
察
相
渡
何
字
よ
り
何
字
ニ
帰
る
規
則
取
設
稼
中
雇
主
相
預
り
候
事
」
と

あ
り
、
改
心
者
の
み
が
外
部
で
の
労
働
を
ゆ
る
さ
れ
る
規
定
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
前
掲
史
料
で
は
、「
異
宗
人
女
三
十
四
人
之
内
十
三
歳
以
上
六
十
歳
以
下
之
者
共
」

と
あ
る
の
み
で
、
改
心
不
改
心
の
別
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
郡
山
藩
で
は
最
後
ま

で
改
心
者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
異
例
に
も
不
改
心
者
に
対
し
て
の

「
貫
属
并
市
中
等
え
罷
越
日
稼
働
差
許
」が
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
こ
の
時

期
に
こ
の
よ
う
な
「
御
廻
達
」
が
市
中
に
出
さ
れ
、
不
改
心
者
の
「
外
稼
日
雇
」
が

許
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

以
上
、
郡
山
藩
の
事
例
に
つ
い
て
史
料
紹
介
を
中
心
に
考
察
を
試
み
た
。
そ
れ
で

は
次
に
、
郡
山
藩
に
流
配
に
な
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
達
の
実
際
の
生
活
に
つ
い
て
紹
介

し
よ
う
。

二　

旅
の
話

流
配
先
か
ら
帰
村
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
、「
あ
れ
は
旅
に
出
て
い
た
の
だ
」
と

捉
え
て
い
た
ら
し
い
。
二
、三
人
も
集
ま
れ
ば
、そ
れ
ぞ
れ
の
流
配
先
の
四
方
山
話
に

花
が
咲
い
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・
マ
ル
ナ
ス
（F

ran
sisqu

e M
arn

as

）
は
、
流
配
か

ら
帰
郷
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
達
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を
『
日
本
キ
リ
ス
ト

教
復
活
史
』
に
収
録
し
た
。
こ
れ
を
基
に
浦
川
和
三
郎
は
、
流
配
信
徒
の
子
孫
や
周

辺
か
ら
更
に
調
査
を
重
ね
、
訂
正
・
加
筆
し
た
も
の
を
「
旅
の
話
」
と
し
て
『
浦
上

切
支
丹
史
』
に
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
流
配
先
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
藩
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
総
体
と
し
て
い
え
ば
、
神
道
へ

の
改
宗
を
迫
ら
れ
、
そ
れ
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
拷
問
を
受
け
、
食
料
は
乏
し
く
不
衛

生
な
環
境
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
薩
摩
藩
の
よ
う
に
上
陸

直
後
神
官
に
よ
る
厄
払
い
の
儀
式
が
あ
っ
た
も
の
の
、
預
か
り
人
だ
か
ら
と
い
う
理

由
で
取
扱
が
緩
や
か
だ
っ
た
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
例
外
的
で
あ
り
、
流
配

中
に
信
徒
全
体
で
六
一
三
人
も
の
死
者
を
出
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
藩
に
お
い
て
彼

等
が
心
身
共
に
非
常
に
厳
し
い
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

以
下
本
節
で
は
、「
旅
の
話
」
に
あ
る
郡
山
藩
に
つ
い
て
の
内
容
と
、
史
料
と
を
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
実
態
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
郡
山

藩
で
の
信
徒
の
処
遇
が
薩
摩
藩
同
様
、
全
体
と
し
て
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
事
実

が
浮
か
び
上
が
る
。

①
人
数
と
移
送
の
経
緯
に
つ
い
て
。「
旅
の
話
」
の
内
容
で
は
、第
一
陣
は
戸
主
一
〇

人
で
、
汽
船
で
大
阪
へ
直
航
し
た
。
婦
女
子
七
六
人
は
陸
路
時
津
を
経
て
彼
杵
に
渡

り
、
田
の
中
に
急
造
さ
れ
た
バ
ラ
ッ
ク
に
一
週
間
収
容
さ
れ
、
小
舟
で
畑
島
に
出
て

汽
船
で
大
阪
天
保
山
に
着
い
た
。 

翌
日
郡
山
に
着
き
、鍛
冶
町
雲
幻
寺
に
収
容
さ
れ
、

自
分
た
ち
よ
り
二
日
前
に
家
を
出
た
戸
主
一
〇
人
と
再
会
し
て
、
驚
き
互
い
の
無
事

を
喜
ん
だ
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
異
宗
門
徒
人
員
帳
」
の
内
容
と
人
数
及
び

着
港
場
所
が
一
致
し
て
い
る
。

②
取
り
扱
い
に
つ
い
て
。「
旅
の
話
」
に
よ
る
と
、当
初
は
毎
日
十
分
の
食
物
を
与
え

ら
れ
、
入
浴
も
出
来
て
、
番
人
が
い
る
以
外
不
自
由
は
な
か
っ
た
。
雲
幻
寺
か
ら
金

崎
と
い
う
旅
館
に
移
さ
れ
た
。
改
心
を
迫
る
た
め
の
取
り
調
べ
に
呼
び
出
さ
れ
、
そ

の
間
家
宅
捜
査
し
て
キ
リ
ス
ト
教
関
連
の
物
品
を
没
収
さ
れ
た
。
男
子
は
天
保
銭
二

枚
で
日
雇
稼
ぎ
に
出
さ
れ
た
。
陰
暦
十
月
頃
、
四
組
に
分
け
て
堺
町
の
明
石
屋
、
魚

町
二
丁
目
、
錦
町
三
丁
目
、
他
一
ヶ
所
に
分
収
さ
れ
た
。
明
治
四
年
の
夏
、
楠
木
正

隆
が
巡
視
に
来
て
か
ら
、
他
所
に
於
い
て
は
大
抵
待
遇
が
改
善
さ
れ
て
い
る
の
に
、

郡
山
藩
で
は
逆
に
厳
し
く
な
っ
た
。
改
心
者
が
出
な
い
の
に
業
を
煮
や
し
た
か
、
硬

骨
漢
の
五
人
を
独
房
に
入
れ
半
年
間
交
通
を
断
ち
、
他
は
炎
天
下
で
ド
シ
ド
シ
働
か

せ
、
食
事
も
悪
く
な
り
、
病
気
に
な
っ
て
も
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
あ
る
。

以
上
に
つ
い
て
は
、
楠
本
正
隆
『
十
二
県
御
預
異
宗
徒
巡
視
概
略
』
の
内
容
と
比
較
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検
討
す
る
と
、
四
組
に
分
収
さ
れ
た
場
所
で
錦
町
に
つ
い
て
は
、
楠
本
は
綿
町
と
記

し
て
お
り
こ
ち
ら
が
正
し
い
。
ま
た
、食
事
に
つ
い
て
は
、楠
本
が
巡
視
の
際
「
十
五

歳
以
上
之
男
子
ハ
壹
人
ニ
付
日
別
白
米
五
合
五
勺
宛
婦
人
子
供
之
儀
・
・
・
且
薪
炭

塩
噌
等
宛
行
と
し
て
壹
人
ニ
付
日
別
六
分
ツ
ゝ
給
與
致
し
」
と
指
導
し
て
い
る
が
、

以
前
よ
り
待
遇
が
悪
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
は
こ
れ
以
上
の
待
遇
を

受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
病
人
の
扱
い
に
つ
い
て
楠
本
は
「
煩

候
節
ハ
掛
リ
醫
師
神
澤
元
道
診
察
之
上
服
薬
為
致
」
と
指
導
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
楠
本
の
指
導
通
り
に
は
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
取
扱
に
つ
い
て
、
隣
の
和
歌
山
と
の
比
較
を
「
旅
の
話
」
の
内
容
か
ら
検
討

し
て
み
よ
う⑰

。
和
歌
山
へ
は
二
八
一
人
が
預
け
ら
れ
た
が
、
一
部
は
有
田
、
口
熊
野
、

奥
熊
野
な
ど
の
僻
遠
の
地
へ
分
散
収
容
、
一
部
は
日
方
の
塩
浜
工
事
に
酷
使
さ
れ
、

苦
役
に
耐
え
な
い
幼
老
や
病
弱
者
は
馬
小
屋
に
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
馬
小
屋
生
活
は

悲
惨
き
わ
ま
り
な
く
、
蚊
帳
、
燈
火
、
布
団
等
な
く
着
の
み
着
の
ま
ま
、
食
事
は
一

人
一
日
潮
水
に
漬
か
っ
て
腐
っ
た
南
京
米
二
合
五
勺
で
、
副
食
は
梅
干
一
個
か
塩
一

撮
み
、
し
か
も
賄
い
方
を
近
辺
の
乞
食
達
に
命
じ
た
の
で
、
自
分
達
が
先
に
た
ら
ふ

く
食
べ
て
後
、
水
粥
に
し
て
分
配
し
た
の
で
多
く
は
下
痢
症
に
罹
っ
た
。
馬
小
屋
に

入
れ
ら
れ
た
の
は
明
治
三
年
六
月
〜
明
治
四
年
正
月
ま
で
で
、
こ
の
間
に
八
七
人
が

死
亡
し
た
。
中
央
政
府
か
ら
視
察
員
を
遣
わ
す
と
の
達
が
入
っ
て
か
ら
、
馬
小
屋
を

引
き
払
わ
せ
多
少
人
間
ら
し
い
取
り
扱
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
局
、
改
心
者

は
死
亡
し
た
者
を
含
め
一
七
〇
人
、
死
亡
者
九
六
人
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

比
べ
郡
山
の
場
合
は
、
改
心
者
な
し
、
死
亡
者
四
人
で
あ
る
か
ら
、
数
字
上
か
ら
も

取
扱
が
緩
か
っ
た
と
証
明
出
来
る
の
で
あ
る
。

③
家
族
分
離
に
つ
い
て
。「
旅
の
話
」
に
よ
る
と
、
明
治
五
年
十
二
月
二
十
九
日
、

十
二
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
男
女
は
父
母
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
奈
良
の
大
仏
付
近
に

移
さ
れ
、
そ
の
他
は
郡
山
か
ら
十
八
里
山
里
の
天
ノ
川
に
移
さ
れ
、
二
組
に
分
け
ら

れ
て
寺
院
に
収
容
さ
れ
、
男
子
は
銀
鉱
の
採
掘
や
石
炭
の
運
搬
等
苦
役
を
科
せ
ら
れ

た
。
こ
の
家
族
分
離
の
施
策
は
改
心
を
迫
る
為
で
あ
ろ
う
と
知
っ
た
親
た
ち
は
、
出

発
に
際
し
「
幾
ら
役
人
が
欺
し
て
も
改
心
す
る
な
。
親
は
改
心
し
て
了
っ
た
、
お
前

等
も
改
心
し
ろ
、
と
言
ふ
に
相
違
な
い
。
欺
さ
れ
る
な⑱

。」
と
言
い
聞
か
せ
た
と
あ

る
。
天
ノ
川
と
は
奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
『
天

川
村
史⑲

』
一
六
三
頁
に
は
、「
当
時
の
天
川
で
は
、
明
治
元
年
九
月
開
業
の
和
田
村
の

天
和
銅
山
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
天
川
の
鉱
山
が
天
和
山
に
あ
た
る
か
ど
う
か
実
態

は
明
ら
か
で
は
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
奈
良
県
で
最
初
に
発
行
さ
れ
た

新
聞
「
日
新
記
聞
」
第
三
号
（
明
治
五
年
六
月
）
に
は
、「
此
頃
仄ホ

ノ
カニ

聞
ク
県
廰
ニ
於

テ
異ヤ

ソ宗
ノ
徒
ヲ
シ
テ
新シ

ン
ミ
チ道

ヲ
開
カ
シ
ム
ト
云
噂ウ

ワ
サあ

り
又
徒
刑
人
ヲ
以
テ
鑛
山
ヲ
稼
カ

シ
ム
ト
云
コ
ト
モ
ア
リ
」
と
あ
り
、
県
に
お
い
て
は
予
め
計
画
し
て
い
た
と
い
え
よ

う
。③

帰
郷
に
つ
い
て
。「
旅
の
話
」
に
よ
る
と
、
明
治
六
年
四
月
、
帰
郷
の
命
が
下
り

天
ノ
川
の
親
等
と
合
流
し
て
、
徒
歩
神
戸
に
下
り
宣
教
師
等
の
周
旋
に
よ
っ
て
海
路

帰
郷
し
た
と
あ
る⑳

。

以
上
、「
旅
の
話
」
と
史
料
と
の
比
較
検
討
か
ら
、
郡
山
藩
に
お
け
る
実
態
の
考
察

を
試
み
た
。お

わ
り
に

本
稿
で
は
、
幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
の
近
代
化
胎
動
期
に
起
こ
っ
た
浦
上
村

キ
リ
シ
タ
ン
流
配
事
件
を
取
り
上
げ
、
郡
山
藩
の
史
料
紹
介
を
中
心
に
実
態
の
考
察

を
試
み
た
。
そ
の
中
で
、
総
流
配
者
の
内
一
〇
一
一
人
の
改
心
帰
村
者
を
出
し
た
に

も
拘
わ
ら
ず
、
郡
山
藩
で
は
一
人
の
改
心
者
も
出
な
か
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の

要
因
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
二
点
を
揚
げ
る
事
が
出

来
る
。
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先
ず
第
一
に
、
取
扱
が
緩
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
八
六
八
年
（
慶

応
四
）
閏
四
月
、
浦
上
村
キ
リ
シ
タ
ン
の
処
分
に
つ
い
て
「
見
込
言
上
書
」
の
提
出

を
命
じ
ら
れ
た
時
、
藩
主
柳
澤
保
申
は
「
素
々
愚
民
之
蒙
昧
よ
り
生
し
候
儀
ニ
御
坐

候
様
奉
存
候
間
尚
再
三
再
四
も
御
説
諭
被
為
在
御
仁
恤
之
思
食
貫
徹
候
様
御
処
置
被

為
遊
度
」
と
回
答
し
て
い
る
よ
う
に
、
藩
主
の
意
向
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、「
旅
の
話
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
年
に
楠
本
正
隆
の
巡
見
が
あ
っ

て
か
ら
急
に
取
扱
が
厳
し
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
説
諭
の
強
化
は
勿
論
、
食
料
、

寝
具
の
支
給
に
つ
い
て
ま
で
「
諸
縣
へ
御
預
異
宗
徒
取
扱
目
的
」
の
内
容
に
沿
っ
て

指
導
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
前
よ
り
は
厳
し
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
天

ノ
川
の
鉱
山
に
移
さ
れ
た
時
も
、
厳
し
い
環
境
下
で
は
あ
っ
て
も
「
女
子
に
は
何
等

の
苦
役
も
課
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。・
・
労
働
す
れ
ば
、
物
が
十
分
食
べ
ら
れ
る
の
で
、

寧
ろ
進
ん
で
労
働
に
服
し
た
」
と
あ
り
、
総
体
に
見
れ
ば
他
藩
に
比
べ
取
扱
が
緩
や

か
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
点
目
の
要
因
と
し
て
は
、
村
人
同
士
及
び
家
族
の
結
束
が
強
か
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。「
異
宗
門
徒
人
員
帳
」
に
よ
る
と
、
郡
山
藩
に
流
配
に
な
っ
た
八
六
人

は
、
字
こ
そ
異
な
る
が
全
て
本
原
郷
の
村
民
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
交
流
も
あ
り
、
異

郷
に
お
い
て
団
結
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
十
二
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
男

女
が
父
母
か
ら
引
き
離
さ
れ
奈
良
の
大
仏
付
近
に
移
さ
れ
た
時
、「
幾
ら
役
人
が
欺
し

て
も
改
心
す
る
な
。
親
は
改
心
し
て
了
っ
た
、
お
前
等
も
改
心
し
ろ
、
と
言
ふ
に
相

違
な
い
。
欺
さ
れ
る
な
。」
と
言
い
聞
か
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、家
族
内
の
信

仰
が
堅
固
で
あ
り
結
束
出
来
た
も
の
と
考
察
す
る
。
以
上
二
点
を
、
改
心
者
を
出
さ

な
か
っ
た
要
因
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

こ
う
し
た
郡
山
藩
へ
の
流
配
は
、キ
リ
シ
タ
ン
達
に
と
っ
て
は
「
旅
の
話
」
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
が
、日
本
人
が
個
々
に
内
面
的
な
近
代
化
（
解
放
）
に
向
か
う
途
上

に
お
い
て
、
こ
の
事
件
が
郡
山
の
民
衆
に
与
え
た
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。 

流
配
信
徒
の
居
住
は
、
当
初
は
寺
院
、
次
に
旅
館
、
そ

し
て
市
中
へ
分
居
、後
に
十
二
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
男
女
が
奈
良
の
大
仏
付
近
へ
、

そ
の
他
は
天
川
村
へ
と
移
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
民
衆
は
何
ら
か
の
形
で
こ
れ
ら
信
徒

と
接
し
た
り
見
た
り
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
二
五
〇
年
に
及
ぶ
禁
教
政
策
の
中
で
培

わ
れ
た
「
キ
リ
シ
タ
ン
を
忌
み
嫌
う
」「
耶
蘇
教
を
鬼
神
視
す
る
」
と
い
う
風
潮
の
中

に
あ
っ
て
、「
我
々
と
変
わ
ら
な
い
普
通
の
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
て

き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
稿
を
期
し
た
い
。

注①　
浦
川
和
三
郎
『
浦
上
切
支
丹
史
』（
全
国
書
房
、
一
九
四
三
年
）、
片
岡
弥
吉
『
日　

本
キ
リ
シ
タ
ン
史
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。　

②　

家
近
良
樹
『
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
流
配
事
件　

キ
リ
ス
ト
教
解
禁
へ
の
道
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
八
年
）

③　

今
回
な
ぜ
、史
料
が
極
め
て
少
な
い
郡
山
藩
の
事
例
を
取
り
上
げ
論
考
を
試
み
た
の

か
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。『
大
和
郡
山
市
史
』（
柳
沢
文
庫

専
門
委
員
会
編
、一
九
六
六
年
）
の
中
に
「
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
と
郡
山
藩
」
と
題
し
て

二
頁
余
り
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
郡
山
藩
が
彼
等
を
手
厚
く
も
て

な
し
た
こ
と
は
、か
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
処
分
方
に
つ
い
て
意
見
を
徴
さ
れ
た
時
、『
御

仁
恤
の
思
食
貫
徹
候
様
、御
処
置
遊
ば
せ
ら
れ
た
し
』
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
わ
か
る
（「
明
治
元
年
四
月
二
三

日
、
柳
沢
保
申
家
記

）。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い

る
史
料
は
、
所
在
の
有
無
が
長
年
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
今
回
筆
者
の
調
査
に
よ

り
、
国
立
公
文
書
館
『
公
文
書
』「
第
七
類　

家
記
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
、
そ
の
全
文
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
且
つ
、
数
点
で
は
あ
る
が
奈
良
県
庁
文
書
及

び
柳
沢
文
庫
の
史
料
も
調
査
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
史
料
が
極
め
て
少
な
い
か
ら
こ

そ
、そ
の
所
在
と
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ

る
。

④　

明
治
四
年
七
月
郡
山
県
と
な
り
、同
年
一
一
月
奈
良
県
に
編
入
。
明
治
九
年
堺
県
に

併
合
。
明
治
一
四
年
堺
県
が
大
阪
府
に
併
合
に
付
き
、大
阪
府
と
な
る
。
明
治
二
〇
年

一
一
月
奈
良
県
再
設
置
。

⑤　

三
俣
俊
二
『
津
・
大
和
郡
山
に
流
さ
れ
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
』（
聖
母
の
騎
士
社
、



二
〇

20

二
〇
〇
五
年
）

⑥　

国
立
公
文
書
館
『
記
録
材
料
・
耶
蘇
教
ニ
関
ス
ル
書
類
』

⑦　

国
立
公
文
書
館
『
公
文
録
・
明
治
元
年
・
第
六
十
五
巻
・
戊
申
三
月
〜
己
巳
十
二

月
・
異
宗
徒
一
件
』　

な
お
、
同
『
太
政
類
典
・
第
一
篇
・
慶
応
三
年
〜
明
治
四
年
』

「
長
崎
近
傍
浦
上
村
異
宗
徒
処
分
御
下
問
附
其
顛
末
」に
も
同
文
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
は
四
月
一
七
日
付
け
と
な
っ
て
い
る
。

⑧　

本
稿
で
は
史
料
中
の
闕
字
は
全
て
省
略
し
た
。

⑨　

柳
沢
文
庫
所
蔵
。
文
末
に
「
午　

正
月　

柳
澤
従
四
位
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
治
三

年
一
月
の
も
の
。

⑩　

一
八
六
五
年
（
慶
応
元
）
揮
毫
の
書
は
柳
沢
文
庫
所
蔵
、明
治
期
に
揮
毫
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
書
は
柳
沢
家
所
蔵
。

⑪　

国
立
公
文
書
館
『
太
政
類
典
・
第
一
編
・
慶
応
三
年
〜
明
治
四
年
』「
長
崎
近
傍
浦

上
村
異
宗
徒
処
分
御
下
問
附
其
顛
末
」

⑫　

流
配
人
数
は
研
究
者
に
よ
っ
て
多
少
の
ず
れ
が
あ
る
。
浦
川
和
三
郎『
切
支
丹
の
復

活
』
の
三
四
一
四
人
、
片
岡
弥
吉
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
』
の
三
三
九
四
人
等
。

各
藩
受
取
以
前
に
死
亡
し
た
人
数
が
確
定
出
来
な
い
等
の
理
由
が
あ
る
。

⑬　
「
宗
徒
取
扱
御
用
掛
相
立
候
事
」「
教
諭
掛
相
立
候
事
」「
教
諭
之
儀
不
改
心
者
勿
論

改
心
者
た
り
共
無
懈
怠
差
加
候
事
」「
不
改
心
者
は
居
内
ヲ
寛
ニ
シ
外
圍
門
戸
之
締
相

付　

平
生
相
當
之
手
業
為
相
営
・
・
但
居
内
而
己
ニ
差
置
候
而
者
身
体
衰
微
病
気
相
生

候
ニ
付
時
ニ
よ
り
差
配
人
差
添
公
役
等
ヘ
召
仕
」「
改
心
之
者
悔
悟
之
実
情
篤
と
見
据

相
立
候
上
者
外
稼
日
雇
差
許
候
事　

但
門
戸
出
入
観
察
相
渡
何
字
よ
り
何
字
ニ
帰
る

規
則
取
設
稼
中
雇
主
相
預
り
候
事
」「
家
族
同
居
之
事
」「
門
戸
取
締
之
為
番
人
相
付
候

事
」
等
、
一
七
項
目
あ
る
。

⑭　

国
立
公
文
書
館
『
公
文
録
・
明
治
三
年
・
第
百
三
十
一
ノ
二
巻
・
庚
午
・
公
文
録
附

録
（
異
宗
門
徒
人
員
帳
）』　

な
お
、
流
配
先
の
二
十
藩
か
ら
提
出
さ
れ
た
が
、
現
在

残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
う
ち
十
二
藩
の
も
の
で
あ
る
。

⑮　

奈
良
県
庁
文
書
『
公
布
留
』
明
治
五
年

⑯　

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
）
有
志
と
柳
沢
保
承
（
や
す
つ
ぐ
）
の
発
意
に
よ
っ
て
財

団
法
人
郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
と
し
て
郡
山
城
内
の
毘
沙
門
郭
に
設
立
さ
れ

た
地
方
史
誌
専
門
図
書
館
。
古
文
書
・
典
籍
な
ど
歴
史
史
料
の
ほ
か
、
奈
良
県
下
お
よ

び
柳
沢
家
関
連
地
域
の
自
治
体
史
や
歴
史
・
文
学
系
を
中
心
と
し
た
一
般
蔵
書
を
広
く

公
開
し
て
い
る
。

⑰　
『
浦
上
切
支
丹
史
』
五
二
二
頁

⑱　

前
掲
書
五
三
八
頁

⑲　
『
天
川
村
史
』（
天
川
村
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
一
年
）

⑳　
「
旅
の
話
」
で
は
、
明
治
五
年
五
月
、
津
藩
の
古
市
に
預
け
ら
れ
た
信
徒
二
八
人
が

郡
山
に
移
さ
れ
て
き
た
と
あ
る
。（
津
藩
は
当
時
大
和
に
所
領
が
あ
り
、
大
和
古
市
に

奉
行
所
を
置
い
て
い
た
）
し
か
し
、二
八
人
は
誤
り
で
「
異
宗
門
徒
人
員
帳
」
に
よ
る

と
二
二
人
で
、
こ
の
う
ち
一
人
が
「
耶
蘇
宗
ニ
無
之
旨
申
立
之
男
」
で
、
一
人
が
改
心

と
な
っ
て
い
る
。こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
帰
村
令
が
出
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
残
留
し

て
い
る
。
郡
山
に
移
さ
れ
て
き
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
六
年
、郡
山
預
け
の
信

徒
と
共
に
帰
村
し
て
い
る
。
な
お
、雲
幻
寺
（
現
良
玄
禅
寺
）
は
流
配
信
徒
達
が
最
初

に
預
け
ら
れ
、
ま
た
死
亡
者
を
仮
埋
に
し
た
に
所
で
あ
る
が
、
大
正
一
五
年
七
月
こ
こ

に
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
建
立
者
名
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、流
配
信
徒
の
帰
郷
に
際

し
船
の
手
配
な
ど
を
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
ビ
リ
オ
ン
神
父
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
る
。
現
在
こ
の
墓
碑
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
大
和
郡
山
教
会
に
移
さ
れ
記
念
碑
と

な
っ
て
い
る
。

（
本
学
大
学
院
科
目
等
履
修
生
）


